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第４回 えびな南高齢者施設 運営協議会会議録 

 

日時：2026年 3月 7日（土）10：00～12：00 

 

場所：会議室（2階） 

 

参加者：（敬称略） 

地域住民代表 (自治会役員) ３名 

ボランティア代表 １名 

施設職員代表 １名（養護課 課長） 

所長 (司会)・副所長（記録) ２名 

 

欠席者：（敬称略） 

家族代表 ２名 

 

 

１．活動状況の報告 

（１）2025年度 10～12月の活動報告について  

①運営状況・・・・・・・・・・・・・・・・・資料① 

②ボランティアについて・・・・・・・・・・・資料② 

③事故・苦情について ・・・・・・・・・・・資料③ 

  ④防災関係 ～ 訓練の実施状況を説明する 

   ・施設内の訓練実施はなし 

   ・他事業所の火災発生を想定した救援出動訓練 

・メールによる地震発生時の安否確認及び出動の可否に関する報告訓練 

   ・神奈川ＤＷＡＴ（災害派遣チーム）に登録しているため研修に参加していること 

 

①～③については、資料にもとづき説明をしました。 

 

ご意見・ご質問 

１（１）③ の事故・苦情について 

  

 Q.「不可効力」という言葉について、“施設側には責任がない”と聞こえてしまうので   

検討した方が良いのではないでしょうか。 

（事故事例の資料に、不可抗力という文言があったため） 

   

A. 過失の有無を判断する際に、「不可抗力だった」という言葉を使っていました。 

ですが、過失がなくても、介護の方法、質に検討の余地があると判断して、改善を

していくこともあります。貴重なご意見、ありがとうございました。 
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（２）感染症の発生状況について  

   3/4に養護老人ホームの入所者でコロナ陽性が判明。計 4名が療養中。 

   養護老人ホームは全て個室なので、陽性が判明後、蔓延を防ぐために、ご利用者に

は居室で食事を摂るように協力してもらったことを説明しました。 

     

（３）社会福祉法人としての公益的取組み・・・・・広報誌を活用して紹介しました。 

①ライフサポート事業  ②就労支援事業 

 

（４）職員代表（部署の紹介）～ 養護課 課長より 

  ①養護老人ホームの紹介 

資料に基づき、養護老人ホームの特徴と養護老人ホームの日頃の様子について、 

ホームページに掲載している写真をつかって紹介しました。 

 

資料…「養護老人ホームパンフレット」 

2025年度措置機関別の措置者数推移表 

     

   ② 所長からは、入居者の措置機関に関することを説明しました。 

 

   ご意見・ご質問 

   Q. 海老名市だけでなく、他の市区町村からも入所している人が多い。しかも、地元

海老名の件数が少ないのはどうしてですか（海老名市４件）。 

      A. 地元を優先したいところですが、日本国内の行政どこからでも、住むところに困

っている高齢者のことで相談されれば、受け入れの対応をしています。 

 

Q． 海老名市にある養護老人ホームなのに、困っている市民に活用されていないの 

は、もったいないと思います。困っている人はいますよね。 

A.  いらっしゃると思いますし、包括支援センターが担当している方々の中には、 

該当するケースはあります。私達も、地元や周辺の行政に該当する方がいること、

社会資源として養護老人ホームがあることを訴え続けていきます。皆さまには、

地域に困っている方々（経済的に困難な高齢者）がいらっしゃったら、ぜひ、 

ご相談くださいますようお願いします。 

 

県内の養護老人ホームの施設長達が集まり、神奈川県（行政）とも実態を共有し

ています。こちらも継続していく計画でいます。 

 

   ②施設見学 

    養護老人ホームのあるフロア（４階）を見学していただきました。 
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２．地域住民代表者、ボランティア代表者より 

・施設には、いろいろな方がいることや、えびな南高齢者施設は普通に生活できる場所で

あるということを地域に伝えていきたいと思います。 

 

・自治会加入に関しても年配者がやめていく、新しい方々の入会がないなどの状況です。

自治会としては、いざという時に助け合えるように加入してもらいたいと思っています。 

 

・えびな南高齢者施設に対しては、地域としても引き続き協力していきたいです。 

 

 ・養護老人ホームのことはとても勉強になりました。えびな南高齢者施設は、特別養護老

人ホーム、ケアセンター（デイサービス）などもあり、総合的にケアしていることを知

り、とても心強いと感じました。 

 

・これからも地域の拠点として、杉久保を盛り上げていってほしいです。 

 

 ・えびな南高齢者施設は、特別養護老人ホームの専門という認識でしたが、デイサービス

や養護老人ホームなど、いろいろな福祉活動をしていることを理解できました。 

 

 ・職員のみなさんが頑張っている施設の良さを、地域のみなさんにも知ってもらいたいと 

思いました。 

 

 

 

 


